
生成
日経コンソーシアム始動

ＡＩ

　

生
成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
ニ
ュ
ー
ス

が
連
日
、
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
て
い

る
。
そ
の
経
済
や
社
会
に
与
え
る
影
響
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
来
と
も
い
わ
れ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
可
能
性
は
ど
ん
な
も

の
か
。
ま
た
、
ど
ん
な
ル
ー
ル
が
必
要
に

な
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
、
日
経

は
生
成
Ａ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
発
足
さ

せ
た
。

　

６
月
13
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
技

術
の
進
展
、
産
業
へ
の
活
用
、
働
き
方
の

変
化
、
必
要
な
ル
ー
ル
と
い
っ
た
多
角
的

な
視
点
か
ら
、
産
官
学
の
識
者
が
白
熱
し

た
議
論
を
展
開
し
た
。
同
シ
ン
ポ
に
は
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
聴
講
者
が
集
ま
る

な
ど
反
響
も
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
答
え
は
ま
だ
な
い
。
日
本

に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
に
お
け
る
可
能

性
は
ど
ん
な
も
の
に
な
る
の
か
。
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
７
月
か
ら
さ
ら
に
本

格
的
な
議
論
を
展
開
す
る
。

　

本
格
議
論
の
皮
切
り
は
７
月
14
日
。
著

名
な
Ａ
Ｉ
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
起

業
す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
Ａ
Ｉ
活

用
を
推
進
す
る
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ン
グ
米

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
を
招
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
合
を
開
催
す
る
。
そ
の

後
も
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
の
導
入
例
や

社
会
実
装
例
、
国
際
ル
ー
ル
の
進
展
な

ど
、
現
在
進
行
形
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

る
複
数
の
会
合
を
開
く
予
定
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
会
合
に
お
け
る
議
論
の
内
容
は
、
本

紙
紙
面
や
電
子
版
で
発
表
し
て
い
く
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
、
松
尾
豊
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
と
、
自
民
党
の
「
Ａ

Ｉ
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
作
成
に
関
与
し

た
三
部
裕
幸
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
有
識
者
だ
け
で
な

く
、
読
者
か
ら
の
意
見
な
ど
も
反
映
し
、

来
春
に
は
、
日
本
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
分
野
で

進
む
べ
き
羅
針
盤
と
も
な
る
提
言
を
ま
と

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
で
の
発
表
を
目

指
す
。

　
石
原
氏　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
は

「
調
査
・
分
析
」
「
意
思
決
定
」
「
責

任
」
の
サ
イ
ク
ル
で
回
っ
て
い
る
。
調
査

や
分
析
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
得
意
な
部
分
で
、

人
間
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
生
み
出
し
た
も
の
か

ら
、
何
を
選
ぶ
か
意
思
決
定
し
、
そ
の
後

の
「
結
果
」
に
責
任
を
と
る
の
が
仕
事
、

と
い
う
時
代
に
な
る
。
そ
も
そ
も
我
々
が

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
多
く
は

「
作
業
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
だ
。
労
働
力
不
足
は
Ａ
Ｉ
で
解
決
で
き

る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
。
リ
ス
ク
を
と
り

に
い
か
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
は
い
け

な
い
。
ま
ず
は
闇
雲
に
使
っ
て
み
る
、
と

い
う
の
が
い
い
と
思
う
。

　
柳
川
氏　
現
状
の
日
本
企
業
で
は
、
簡

単
に
人
が
減
ら
せ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
、

む
し
ろ
考
え
る
べ
き
課
題
だ
。
Ａ
Ｉ
が
多

く
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
組

織
変
革
が
進
ま
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
く
、
使
い
方
次
第
で
結
果
や
成
果

も
変
わ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
部
下
に
命
令

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
中
高
年
が
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
え

る
。
始
め
る
た
め
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
コ
ス

ト
が
小
さ
い
の
も
魅
力
だ
。
私
が
教
え
る

東
大
の
学
生
も
工
夫
し
て
活
用
し
て
い

る
。
「
家
電
に
家
事
労
働
を
奪
わ
れ
た
」

と
い
う
人
は
い
な
い
よ
う
に
、
空
く
時
間

を
い
か
に
有
効
活
用
す
る
か
を
考
え
る
べ

き
だ
。

　
翁
氏　
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
で
、
労

働
者
の
投
入
量
は
減
っ
て
い
く
。
だ
か
ら

１
人
当
た
り
の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
高
い
生
産
性

を
ア
シ
ス
ト
す
る
存
在
だ
。
「
生
成
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
、
情
報
分
析
す
る
仕
事
の
多
く

が
影
響
を
受
け
る
」
と
い
う
研
究
報
告
も

あ
る
。
仕
事
の
時
間
配
分
の
見
直
し
は
大

事
に
な
る
。
タ
ス
ク
分
類
が
否
応
な
く
必

要
に
な
り
、
職
務
・
報
酬
の
考
え
方
も
変

わ
る
。
人
事
政
策
も
変
わ
っ
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
人
間
の
側

は
機
動
的
か
つ
柔
軟
に
考
え
、
判
断
す
る

こ
と
や
、
よ
り
創
造
性
を
発
揮
す
る
こ
と

が
、
一
層
重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
日
本
経
済
新
聞
社
編

集
委
員
、
鈴
木
亮
）

７
月
か
ら
本
格
議
論
、

来
春
に
提
言
も

　生成AIとは、文章や画像など、さまざまなコ
ンテンツを生成できるAIで、英語ではGenerative 
AI（ジェネレーティブAI）と呼ばれる。
　大量のデータから、対象のパターンやルール
を学習していく深層学習（ディープラーニン
グ）の延長上にある。従来のAIは学習済み
データの中から適切な回答を探す形であった
が、生成AIは学習済みのデータをもとにして新
たなデータを生み出すことから「生成」の名が
ついた。
　対話型AIでは、米オープンAIが提供する
「Chat（チャット）GPT」、グーグルの「Bard
（バード）」などが知られる。これらは、多額の
資金を投入した「大規模言語モデル（LLM）」
を基礎としている。
　複雑な操作などは不要で、ユーザーが自然
言語で問いかけると、内容に沿った回答を出す
ため、資料作成やプログラミング、文章の要約
や翻訳などの作業効率化につながる。さらにア
イデアの創出や画像、音楽といった文章以外
のクリエーティブな生成AIも発展してきた。
　負の面としては、間違った情報を生成する危
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ＡＩ新時代をどう勝ち抜くか
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険性や、フェイクニュースの拡散、著作権侵害
などの問題が挙げられている。また、既存のホ
ワイトカラーの業務をAIで代替できれば、大量
の失業につながるとの指摘もある。
　経済や社会に対して、大きな可能性を持ち
ながら、リスクも併せ持つため、運用にはルー
ルが必要との声も高まってきた。今年5月の主
要7カ国首脳会議（G7広島サミット）でも、
2023年内に生成AIを巡る見解をまとめる「広
島AIプロセス」で合意、国際的なルールをG7
で主導するのが狙いと見られる。

企業に求められるＡＩ活用におけるセキュリティ対策

企業講演

調査結果からみる､生成ＡＩ利活用の実態と今後の可能性

Googleが考える大胆かつ責任あるＡＩへの取り組み

ＡＩの産業活用でより創造的なワークスタイルへ

530
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100.0%

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
議
論
す
る

国
際
枠
組
み
「
広
島
Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
」
が
誕
生
し

た
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
世
界
の
変
革
を
見
据
え
、
国

家
戦
略
の
中
に
位
置
付
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
数
年
後
を
見
通

す
の
も
難
し
い
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
「
日
の
丸
Ｌ

Ｌ
Ｍ
」
に
期
待
の
声
も
あ
る
が
、
一
点
張
り
は
危
険

で
、
海
外
の
先
行
企
業
な
ど
と
組
む
ほ
う
が
合
理
的

だ
。
利
活
用
と
応
用
研
究
・
開
発
を
同
時
に
進
め
て

こ
そ
、
国
産
技
術
の
芽
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
関
ケ
原
か
ら
桶
狭
間
へ
」
。
大

軍
よ
り
少
数
精
鋭
で
、
知
恵
と
ス
ピ
ー
ド
、
地
の
利

を
生
か
し
勝
利
を
得
る
道
だ
。
政
府
と
し
て
は
計
算

資
源
の
確
保
や
、
国
会
図
書
館
な
ど
が
持
つ
日
本
語

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
民
間
提
供
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
。
人
口
減
少
な
ど
日
本
の
課
題
は
、
視
点
を

変
え
れ
ば
、
世
界
に
先
駆
け
た
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
生

む
地
の
利
で
あ
る
。
リ
ス
ク
に
は
適
切
な
規
制
で
対

応
し
つ
つ
、
日
本
の
勝
ち
筋
を
探
る
所
存
だ
。

　

近
い
将
来
、
世
界
の
誰
も
が
大
規
模
言
語
モ
デ
ル

（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
を
使
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
様
々
な

業
務
を
自
動
化
で
き
て
顧
客
サ
ポ
ー
ト
、
営
業
支

援
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
業
種
・
職

種
問
わ
ず
活
用
の
幅
は
広
い
。
特
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
得
意
分
野
で
あ

り
、
時
間
外
対
応
を
含
め
た
省
人
化
・
省
力
化
に
つ

な
が
る
。
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
も
今
後
、
企
業
の
業
務
プ

ロ
セ
ス
に
入
っ
て
く
る
と
み
る
。

　

企
業
が
安
全
に
活
用
す
る
に
は
①
入
力
情
報
を
Ａ

Ｉ
に
学
習
さ
せ
な
い
こ
と
②
社
員
に
機
密
情
報
を
入

力
さ
せ
な
い
こ
と
③
Ａ
Ｉ
と
の
や
り
取
り
の
記
録
を

消
さ
な
い
こ
と
│
│
だ
。
当
社
が
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
は
学
習
を
防
ぐ
よ
う
設
定
さ
れ
、
入
力
さ
れ
た
禁

止
ワ
ー
ド
や
個
人
情
報
の
検
出
機
能
も
備
え
る
。
音

声
だ
け
で
Ａ
Ｉ
と
質
問
・
回
答
を
や
り
取
り
し
た

り
、
メ
ー
ル
で
Ｃ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
を
交
え
て
行
っ
た
り

で
き
る
の
も
便
利
だ
。

　

Ｐ
ｗ
Ｃ
は
３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に
か
け
て
、
幅

広
い
国
内
企
業
の
約
１
０
０
０
人
を
対
象
に
生
成
Ａ

Ｉ
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
見
え
て
き
た

の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
認
識
し
て
い

て
も
、
自
ら
の
業
務
改
革
に
ど
う
活
用
で
き
る
か
、

具
体
的
な
方
法
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
人
は
少
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

回
答
者
が
想
定
す
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
事
務
作

業
な
ど
足
元
の
効
率
化
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
だ
が

既
存
業
務
に
閉
じ
籠
っ
て
い
て
は
、
世
界
が
広
が
ら

な
い
。
ま
ず
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
未

来
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
逆
算
で
業
務
・
組
織
を
つ
く

れ
ば
、
根
本
的
な
変
革
が
で
き
る
。
人
員
配
置
や
ス

キ
ル
セ
ッ
ト
の
あ
り
方
も
含
め
て
議
論
す
べ
き
だ
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
実
装
し
て

い
く
う
え
で
は
老
若
男
女
、
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
の
存

在
を
念
頭
に
置
い
て
ほ
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
リ
テ
ラ
シ
ー

層
を
考
慮
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
の

が
企
業
の
責
任
で
あ
り
社
会
貢
献
で
あ
る
。

　

グ
ー
グ
ル
は
Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
実

装
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
に
２
０
１
７

年
に
発
表
し
た
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
」
は
ジ
ェ

ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｉ
に
不
可
欠
な
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
と
な
っ
た
。
法
人
向
け
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の

グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ウ
ド
上
で
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
支
援
を
提

供
。
執
筆
、
情
報
整
理
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
改
善
、
会

議
の
充
実
な
ど
業
務
生
産
性
を
高
め
る
「
Ｄ
ｕ
ｅ
ｔ 

Ａ
Ｉ
」
や
、
機
械
学
習
エ
ン
ジ
ニ
ア
不
在
で
も
Ａ
Ｉ

開
発
を
円
滑
に
行
え
る
「
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ 

Ａ
Ｉ
」
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
入
力
さ
れ
た
顧
客
の
デ
ー

タ
は
Ａ
Ｉ
の
学
習
に
は
一
切
用
い
な
い
。

　

重
視
す
る
の
は「
責
任
あ
る
Ａ
Ｉ
」で
あ
る
こ
と
だ
。

社
会
に
有
益
な
Ａ
Ｉ
開
発
の
指
針
と
な
る
７
原
則
を

定
め
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
に
生
か
し
て
い
る
。
誤
情

報
対
策
で
は
Ａ
Ｉ
の
生
成
画
像
に
電
子
透
か
し
を
入

れ
る
な
ど
の
判
別
技
術
を
今
後
投
入
予
定
。
企
業
向

け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
不
適
切
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
判
定
、
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
も
提
供
し
て
い
る
。

パネルディスカッション

挨拶

企業講演

企業講演

企業講演

NIKKEI生成AIコンソーシアムの関連記事は日経BizGateでご覧いただけます　
https://bizgate.nikkei.com/gai/



次代の人工知能、ビジネス活用急げ

利
用
ハ
ー
ド
ル 

シ
ニ
ア
に
も
優
し
く

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
は
注
意
喚
起
も

AIを巡る国際議論は急加速

（総務省の資料などから作成）

AIの国際的議論
の必要性を提起

基本理念の共有
｢人間中心のAI｣

AIに関する
共通ビジョン
の策定

G20 AI原則
の合意

「責任あるAI」のための
国際連携組織
GPAI開催へ

｢広島AIプロセス｣
の創設指示

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2023年

　高度な技能がなくても様々な行動を指示できる次世代の人工知能（AI）、生成AIとは何か。社会への浸透
はどこまで進むのか―。日本経済新聞社は企業や学識経験者、行政の知見を結集し、生成AIの潜在力と課
題を議論する日経生成AIコンソーシアムを創設、キックオフとなる第1回シンポジウムを6月13日、都内で開催
した。参加者の多くは講演や討論で「導入ハードル」の低さに期待を示し、ビジネスでの利活用促進を訴えた。

五十嵐 立青氏
つくば市長

鈴木 健嗣氏
筑波大学 システム情報系教授／
サイバニクス研究センター長

藤光 智香氏
つくば市
政策イノベーション部長

三部 裕幸氏
渥美坂井法律事務所・
外国法共同事業パートナー、
弁護士／
大阪大学招聘教授
（社会技術共創研究センター）

生成AIの最前線と未来

生成ＡＩによる新市場創出と
ＡＩ法制度の課題

　

藤
光
氏　
つ
く
ば
市
は
「
つ
く
ば
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
構
想
」
を
掲

げ
、
地
域
課
題
の
解
決
へ
生
成
Ａ
Ｉ
も
日

常
業
務
全
般
に
活
用
し
て
い
る
。
デ
ー
タ

保
護
や
利
用
制
限
、
活
用
の
民
主
性
は
ど

う
か
。

　

鈴
木
氏　
Ｌ
Ｌ
Ｍ
へ
の
入
力
情
報
が
学

習
さ
れ
ぬ
よ
う
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
経
由
し
て
い

る
。
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー

が
あ
り
、
入
力
す
べ
き
で
な
い
情
報
は
職

員
が
理
解
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
利
用

者
の
リ
テ
ラ
シ
ー
だ
。
Ｌ
Ｌ
Ｍ
は
活
用
幅

が
広
く
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
る
デ
ー

タ
の
連
携
が
で
き
る
の
も
利
点
で
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
も
加
速
す
る
。
高
齢

者
や
障
害
者
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

困
難
を
抱
え
る
層
に
は
眼
鏡
や
補
聴
器
と

同
じ
助
け
に
な
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
の
実
現
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す

だ
ろ
う
。

　

五
十
嵐
氏　
デ
ー
タ
は
機
密
性
が
高
い

も
の
か
ら
自
由
な
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
も

の
ま
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
個
々

の
リ
ス
ク
と
特
性
か
ら
運
用
を
決
め
て
い

る
。
現
場
と
上
司
が
同
じ
理
解
度
を
持
つ

よ
う
、
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
も
進
め
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
職
員
が
不
要
に
な
る

行政がＡＩを導入したインパクト､自治体ＤＸとスマートシティの将来

　

白
坂
氏　
生
成
Ａ
Ｉ
が
何
か
新
し
い
も

の
を
生
む
の
で
は
な
く
、
話
し
か
け
る
こ

と
で
人
間
が
発
想
す
る
と
い
う
の
が
正
し

い
。
英
語
を
書
く
能
力
は
高
い
が
、
正
し

く
書
け
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の

は
人
間
。
人
間
の
ス
キ
ル
は
必
須
で
、

元
々
高
い
能
力
を
持
つ
人
間
の
方
が
生
成

Ａ
Ｉ
を
よ
り
活
用
で
き
る
。
従
来
以
上
に

能
力
差
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。
教
育

や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

　

中
条
氏　
多
く
の
仕
事
で
「
速
さ
と
質

は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
」
だ
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
導
入
で
文
書
作
成
は
速
さ
が
４
割

改
善
し
、
質
も
２
割
向
上
し
た
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
る
。
内
容
の
正
し
さ
、
特
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
留
意
が
必
要
だ

が
、
働
き
方
が
変
わ
る
時
代
に
社
員
の
育

成
を
早
め
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
経

営
者
の
多
く
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
が
、

成
功
に
は
、
業
務
自
体
の
因
数
分
解
を
進

め
、
人
と
Ａ
Ｉ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

佐
藤
氏　
生
成
Ａ
Ｉ
の
品
質
を
決
め
る

の
は
文
章
デ
ー
タ
の
質
。
良
質
な
デ
ー
タ

で
学
習
し
な
い
と
、
Ａ
Ｉ
は
悪
い
文
章
を

吐
き
出
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
質
の
良
い

情
報
は
枯
渇
し
て
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
大
規
模

化
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
著
作
権
侵
害
や

フ
ェ
イ
ク
情
報
の
生
成
リ
ス
ク
も
あ
る
。
数

が
増
え
る
と
リ
ス
ク
は
増
大
し
、
対
抗
コ

ス
ト
が
大
き
く
な
る
。
利
便
性
だ
け
で
な

く
、
リ
ス
ク
対
応
コ
ス
ト
の
判
断
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
ア
ド
ビ
は
権
利
処
理

し
た
生
成
Ａ
Ｉ
「
フ
ァ
イ
ア
フ
ラ
イ
」
を
垂

直
統
合
型
で
作
っ
た
。
デ
ー
タ
を
持
つ
大
企

業
が
主
導
す
る
形
で
垂
直
統
合
に
向
か
う

こ
と
は
、
必
ず
し
も
明
る
い
未
来
と
は
い

え
な
い
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
へ
の
規
制
が
不
可
避

な
ら
ば
、
む
し
ろ
日
本
が
規
制
に
関
わ
る

議
論
を
リ
ー
ド
し
、
同
時
に
規
制
に
対
応

し
た
技
術
革
新
を
目
指
す
べ
き
だ
。

（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
日
本
経
済
新
聞
社
Ａ

Ｉ
・
量
子
エ
デ
ィ
タ
ー
、
生
川
暁
）

劇的な業務改革へ～生成ＡＩを活用する指針

生成ＡＩのグローバル動向と
日本のストラテジー

中条 薫氏
SoW Insight

代表取締役社長

佐藤 一郎氏
国立情報学研究所

教授

白坂 一氏
AI Samurai

代表取締役／
弁理士法人白坂
創業弁理士

と
い
う
論
調
も
あ
る
が
、
単
純
作
業
が
減

る
分
だ
け
市
民
に
向
き
合
え
る
。
次
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

い
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
然

言
語
で
の
情
報
提
供
や
、
デ
ー
タ
分
析
を

サ
ー
ビ
ス
改
善
に
生
か
す
な
ど
市
民
と
対

話
し
つ
つ
進
め
た
い
。　

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
米
国
の
80
％
の
労
働
者
が
影
響

を
受
け
、
特
に
高
収
益
な
タ
ス
ク
ほ
ど
影
響
が
大
き

い
、
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

代
表
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
黎
明
（
れ
い
め
い
）
期
な
の
で
、
先
行
き
に

つ
い
て
も
「
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
だ

が
、
そ
ん
な
段
階
で
も
日
本
が
今
回
は
、
活
用
・
開
発

の
波
に
つ
い
て
い
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
政
治
の

世
界
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
が

非
常
に
大
き
な
こ
と
だ
。
日
本
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
、

世
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
素
早
く
反
応
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
は
生
成
Ａ
Ｉ
で
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
け
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
は
触
っ
て
み
る
」
が

大
事
だ
。
日
本
は
自
分
た
ち
の
価
値
観
で
「
自
ら
や

る
」
モ
ー
ド
に
な
る
と
強
さ
を
発
揮
す
る
。
例
え
ば
行

政
の
対
応
を
考
え
て
み
て
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
は

「
あ
の
市
が
や
る
な
ら
こ
ち
ら
は
こ
ん
な
ふ
う
に
」
と
、

面
白
が
っ
て
や
る
中
で
進
ん
で
い
る
観
が
あ
る
。
あ
る

種
の
お
祭
り
状
態
に
な
っ
て
、
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
と
加
速

す
る
モ
ー
ド
に
入
る
の

が
ベ
ス
ト
な
展
開
だ
。

（
聞
き
手
は
日
本
経
済

新
聞
社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ラ
ボ
事
務
局
長
、

山
田
剛
）

G7 
情報通信相会合
（香川・高松）

G7情報通信・
産業相会合
（イタリア）

G7
シャルルボワ
サミット
（カナダ）

G２０
大阪サミット

G７科
学技術相会合
（米国）

G7
広島サミット

大規模言語モデル（LLM）がビジネスを変える

松尾 豊氏
東京大学大学院
工学系研究科 教授

　

内
需
が
停
滞
す
る
日
本
で
は
、
Ａ
Ｉ
産
業
を
輸
出

産
業
に
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
既
存
の
強
力
な
事
業
・
産
業
（
金
融
・

製
造
業
・
創
薬
・
災
害
対
策
・
農
業
な
ど
）
と
組
み

合
わ
せ
て
新
事
業
を
起
こ
す
こ
と
が
効
果
的
だ
。
ま

た
、
日
本
の
Ａ
Ｉ
法
制
度
が
各
国
と
似
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
や
す
く
す
る
。
適
切
な
法

は
事
業
を
縛
る
も
の
で
は
な
く
、
順
守
す
る
こ
と
が

武
器
に
な
り
盾
に
な
っ
て
事
業
を
促
進
す
る
と
考
え

た
方
が
よ
い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
特

徴
「
自
然
言
語
の
使
用
」
へ
の
注
目
度
の

高
さ
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
複
雑
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
言
語
が
不
要
で
、
シ
ニ
ア
も
含
め
幅

広
い
層
で
利
用
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
た
め

ビ
ジ
ネ
ス
視
点
で
導
入
を
促
す
意
見
が
相

次
い
だ
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
東
京
大
学
の
松
尾
豊
氏
は
議
論
の

皮
切
り
と
な
っ
た
講
演
・
対
談
で
「
ま
ず
は

触
っ
て
み
る
」
こ
と
を
推
奨
。
技
術
の
進
展

過
程
で
の
日
本
に
は
「
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
と

加
速
す
る
モ
ー
ド
」
に
入
る
と
大
き
な
推

進
力
を
発
揮
す
る
風
土
が
あ
る
と
分
析
し

「
日
本
は
生
成
Ａ
Ｉ
で
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

導
入
に
伴
う
働
き
方
を
巡
る
討
論
で

は
、
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
は
た
ら
く
Ａ
Ｉ

＆
Ｄ
Ｘ
研
究
所
の
石
原
直
子
氏
が
「
リ
ス

ク
を
と
り
に
い
か
な
い
、
と
い
う
考
え
方

で
は
い
け
な
い
」
と
力
説
。
松
尾
氏
と
同

様
、
多
く
の
人
が
「
ま
ず
は
闇
雲
に
使
っ

て
み
る
」
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

Ａ
Ｉ
導
入
で
失
職
者
が
増
え
る
と
い
う

懸
念
は
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
と
す
る
指

摘
も
多
く
出
た
。
東
京
大
学
大
学
院
の
柳

川
範
之
氏
は
石
原
氏
と
同
じ
討
論
で
「
生

成
Ａ
Ｉ
は
使
い
方
次
第
で
結
果
が
変
わ

る
」
と
説
明
。
「
企
業
で
部
下
に
命
令
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
中
高
年
層
」
に
と
っ

て
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
好
機
だ
と
主
張
し

た
。
日
本
総
研
の
翁
百
合
氏
も
「
創
造
性

が
重
要
に
な
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
指
針
に
関
す
る
討
論

で
は
、
実
際
に
業
務
に
活
用
し
て
い
る
弁

理
士
、
白
坂
一
氏
が
「
話
し
か
け
る
こ
と

で
人
間
が
発
想
す
る
」
「
ヒ
ト
が
使
う
」

意
識
が
大
事
だ
と
唱
え
た
。
Ｓ
ｏ
Ｗ 

Ｉ
ｎ

ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
の
中
条
薫
氏
は
「
社
員
の
育

成
も
早
め
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
視

座
を
提
起
し
た
。

　

こ
の
討
論
で
国
立
情
報
学
研
究
所
の
佐

藤
一
郎
氏
は
「
著
作
権
侵
害
や
フ
ェ
イ
ク

情
報
な
ど
リ
ス
ク
も
あ
る
」
と
注
意
喚
起

し
た
。
導
入
に
際
し
て
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
や
法
整
備
の
観
点
で
は
つ
く
ば
市
長
の

五
十
嵐
立
青
、
筑
波
大
学
の
鈴
木
健
嗣
両

氏
も
機
密
情
報
な
ど
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
て

は
い
け
な
い
情
報
の
選
別
を
提
唱
。
「
輸

出
・
投
資
・
Ｍ
＆
Ａ
に
は
ル
ー
ル
統
一
が

必
須
」
（
弁
護
士
・
三
部
裕
幸
氏
）
、

「
欧
州
は
規
制
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い

る
」
（
デ
ジ
タ
ル
庁
・
楠
正
憲
氏
）
と
い

う
声
も
上
が
っ
た
。

飯田 陽一氏
総務省
情報通信国際戦略特別交渉官

楠 正憲氏
デジタル庁統括官
デジタル社会共通機能
グループ長

講演

対談

講演

パネルディスカッションパネルディスカッション

パネルディスカッション

　

飯
田
氏　
各
国
と
も
生
成
Ａ
Ｉ
は
最
重
要
政
策
課
題

で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
る
。
目
指
す
は
安
全

な
利
用
の
促
進
に
よ
る
社
会
経
済
の
発
展
だ
が
、Ａ
Ｉ
全

般
で
欧
州
は
「
制
御
す
べ
き
も
の
」、
日
本
は
「
一
緒
に

生
き
て
い
け
る
も
の
」
と
捉
え
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
日

本
に
有
利
な
面
が
あ
る
。

　

楠
氏　
デ
ジ
タ
ル
庁
は
各
省
と
利
用
環
境
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
中
だ
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
25
年
前
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

の
議
論
に
似
て
い
る
。
今
は
入
り
口
。
そ
れ
自
体
で
勝
負
す

る
の
か
、
応
用
で
戦
う
の
か
。
広
い
目
で
捉
え
る
べ
き
だ
。

　

三
部
氏　
輸
出
・
投
資
・
Ｍ
＆
Ａ
に
は
米
欧
の
Ａ
Ｉ
法

制
度
と
似
た
法
制
度
が
必
須
。
法
律
不
要
論
で
も
規
制
ガ

チ
ガ
チ
論
で
も
な
く
、
輸
出
・
投
資
・
Ｍ
＆
Ａ
を
し
や
す

い
適
切
な
法
制
度
整
備
が
必
要
だ
。

（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
日
本
経
済
新
聞
社
デ
ジ
タ
ル
政
策
エ

デ
ィ
タ
ー
、
八
十
島
綾
平
）
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